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そのときになって考えるようにしたいというふ

うな答弁を前回までは、前回って、前議員のと

きまではされたんですけども、今回も100％と

は言わないで、いろんな機能を残してほしいと

いう要望があるならば、残すような答弁をされ

ているんですけども、私は、それがどっちが悪

いとかいいとかで申し上げるつもりはさらさら

ないんで、残すとすれば、あそこじゃないだろ

うって私は思ったんですね。それは本町の中央

商店街じゃないのかなと思ったんですけども、

この点について市長、いかがでしょうか。 

○蒲生光男委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 町田委員おっしゃるように、ち

ょっとその辺、曖昧なところがあるんですが、

そういう答弁を今までしてきたというふうにと

られても仕方ないんですけども、菜なポートは

間違いなく向こうに移動して、菜なポートの別

店なんていうのはつくらないっていうことは一

貫して言ってます。ただ、あそこにお店があっ

たのになくなるっていうことで買い物に困る方、

わざわざ屋城町になりますか、東町になります

か、そこまで行くのは大変だという方もいらっ

しゃるので、あそこの場所がいいんだとすれば、

どこかの団体に来てもらいたいと。その場合は、

食と農の総合センターみたいな機能をぜひ市の

ほうでも応援して、それを、機能を市のほうで

委託するということで、どこかの団体に来ても

らえないかと。ですから、直売所も一部残るん

ではないかなと。これは何とも、具体的なとこ

ろをまだ詰めてないので、わかんないんですが、

その際、場所はあそこじゃなくてもいいかもし

れません。空き店舗とか本町でやれるんでした

ら、なおいいんだろうなというふうに思います。

タウンセンターも少なくとも３カ月、半年は閉

店せざるを得ないわけですから、そういったこ

とも考えて場所はまた別途、そういったところ

の経費を負担すべきじゃないのかなと思ってる

ところです。 

○蒲生光男委員長 15番、町田義昭委員。 

○１５番 町田義昭委員 やはり中央商店街に人

に集まっていただかなければいけないという構

想があるとするならば、幾らでもそういうとこ

ろは本町につくっていただいて、いろんな人に

足を運んでもらうという、やはり努力はしてほ

しいなと、そんなように思った次第でございま

す。 

 ５分前に終了するということにしております

ので、協力しなければいけませんので、この辺

で質問を終わりたいと思います。ありがとうご

ざいます。 
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○蒲生光男委員長 次に、順位５番、議席番号11

番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 よろしくお願いします。

予算総括、最後の質問になります。お疲れのと

ころですが、端的な回答をよろしくお願いしま

す。 

 １つ目のふるさと納税の寄附金の件について

は、先ほど来の質問が大分重なっております。

できるだけ重複しない形で質問をさせていただ

いて、回答もいただければなというふうに心が

けますので、よろしくお願いします。 

 先ほど来、報告事項として、ことし11月末現

在、１万5,604件の寄附があり、既に２億円を

突破したというふうな報告をいただいておりま

す。その中身として返礼品の中身ですが、米沢

牛関係で58.5％、8,811件、あと多いのでは果

物、ラ・フランス＆ふじで2,000件で13.5％、

米が1,451件の9.6％、これについては、米につ

いては全国で16位というか、同数の３位が５件

とかありましたので、上から16番目ということ

になりますが、同数同位の市もありましたので、
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上のほうかなというふうに見せていただきまし

た。大変短時間、短期間で業績が上がってるな

というふうに思います。 

 特に先ほどの内谷委員からもあった、例えば

米沢牛に特化して考えてみますと返礼品を50％

に想定した場合ですが、4,000万円ほどの返礼

品の額に、おおよそです、おおよそ4,000万円

ぐらいの返礼品の額になるなと、これはすごい

地場消費っていうか、になる。例えば米だと、

何だ、500、例えばこれ、ざっくり60キロを２

万円に計算した場合、600万円ほどの地場産品

が消費になったと、全国に送られたということ

でありますので、農業振興にでもという面でも

非常に効果があらわれてるというふうに思いま

す。 

 さっき内谷委員も触れられたんだけんども、

例えば米沢牛の場合、置賜一円のいわゆる米沢

食肉公社管内で格付をされた、何だっけ、ラン

ク３、Ａ５以上の８以上のランクのものが米沢

牛として認定をされておるわけですが、4,000

万円の米沢牛を例えば直接仕入れた場合は40頭

分という、１頭100万円だ、単純にそういかな

いんです。製品だから、骨抜きして加工して発

送までしてというふうなことで、商品として考

えればそう単純なものでないげんども、私んだ

簡単に思うと牛100頭分の販売単価と似てると、

すごいもんだなというふうにちょっとふと思っ

たんです。 

 それを、地場産業振興センターの仕入れのと

ころで質問のあったように、これは入札をして

仕入れをしてるんだというふうなことを、先ほ

どの質問ではこう了解したわけですが、できれ

ば市内の生産者の名前の入った、これ米沢牛に

ついても例えば長井市内のアヤメ時期にする黒

べこまつりなり、農協で秋にしてるＪＡの地産

地消まつり等でも地場の生産者のものを使って、

誰々さんの牛の今回は牛ですよというふうな表

示の中でイベントを催しているという、方法も

あるわけなんで、できればそういう方法につい

ては、どうなのかなというふうにふと思いまし

たので、先ほど課長からは、ざっくり言うと約

８割方が地元の商品だと思われるというふうな

回答があったわけですが、そういう仕入れの方

法だと、どこの、例えば米沢牛は長井市の商品

だというふうには全く限定されなくなりますん

で、できればそういうくくりも検討できないか

なというふうに私はふと思いましたので、米も

含めて、その辺の検討は可能かどうか、地域づ

くり推進課長にお尋ね申し上げます。 

○蒲生光男委員長 谷澤秀一地域づくり推進課長。 

○谷澤秀一地域づくり推進課長 まず、米沢牛に

ついてですが、米沢食肉公社のほうに地場産業

振興センターのほうから照会いただきました。

そうしましたところ、４月から12月の14日まで

全頭数が1,588頭いるうち、長井市産が263頭と

いうふうな回答だったそうです。これが全部、

ふるさと納税なわけではないんですけども、そ

ういった中で、市内の肉屋さんでどういうふう

に仕入れているかというのは、なるべく長井産

のものとはお願いしてるものの、そこまできち

っと限定されているものでもないので、今後、

そういったふうなお願いというか、検討ができ

るか、これからの課題として受けとめていきた

いというふうに思います。 

○蒲生光男委員長 11番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 米はどうなの。 

○蒲生光男委員長 谷澤秀一地域づくり推進課長。 

○谷澤秀一地域づくり推進課長 米のほうについ

てですが、ＪＡおきたまのほうに照会、回答い

ただいたところ、長井産のものはつや姫につい

ては10.8％、はえぬきは15.6％ぐらいというこ

とでございました。あと、生産者を表示してい

るお米については100％、長井産であるという

ふうな、そういう回答でございます。 

○蒲生光男委員長 11番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 はい、わかりました。
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やっぱり牛、牛肉についても非常に限定はかな

り難しいと思います。仕入れと全体、また、せ

っかく米沢牛がブランドとして全国に行き渡っ

ていくには逆に頭数が少ねえ、まだ足んねえと

いうふうにも言われておりますんで、長井、あ

と置賜の各市町村、特に米沢などの返礼品なん

かも牛肉については、かなり好評だっていうこ

ともあわせて考えると、地元の産品が消費する

のは大変喜ばしいげんども、ただ考えてみると

よ、置賜の各市町村が返礼品として使う分はや

っぱり管内の中での生産物なんで、これ長井産、

長井ばりが置賜の牛肉を横取りしてるわけじゃ

なくて、全部の市町村が分け合って返礼品とし

て使ってるんで、ぜひそこはよ、今、課長から

あったように、できるだけということと、もう

一つは例えば限定、長井の生産者の品物は３頭

分、例えば枝で骨抜きすれば五、六百キロ分は

長井市内の生産者のもので、返礼しますよとか

限定でもいいべから、これは米も同様です。 

 実は今、私、調べなかったので、課長から報

告いただくと、つや姫については10.8％の市内

の消費、かなり残念だなというふうに思います。

農協出荷については、誰の米がどうのというこ

とは決してなくて出荷してるというふうに生産

者も思っているわけですが、できるだけ地元の

ものを利用して、できれば半分以上は長井市の

お米だというふうに胸を張ってよ、返礼されっ

といいなというふうに思いますんで、今、課長

から検討するということですが、ぜひ地場産業

振興センターとのすり合わせの中で具体的に検

討をお願いしたいんですが、もう１回、ちょっ

とそこのところを回答いただきたいと思います。 

○蒲生光男委員長 谷澤秀一地域づくり推進課長。 

○谷澤秀一地域づくり推進課長 地場産業振興セ

ンターと今後、打ち合わせしていきたいと思い

ます。 

○蒲生光男委員長 11番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 よろしくお願いします。 

 あとＰＲと、先ほど来の質問でもありました

ので、私からは、いわゆる長井のまちのイメー

ジアップというふうなことでは、いろいろ工夫

をされてるというふうなことと、返礼品の選び

方についても工夫をしてきたというふうなこと

ありますけれども、去年のＤＣキャンペーンの

山の港町というキャッチフレーズとか、あと例

えばやっぱり非常に苦労しながら育ててきたレ

インボープランのまちのイメージについては、

これ、まだ課題いっぱいあるとはいえども育て

てきたわけですんで、そういうブランドなりキ

ャッチフレーズなり、あと農産品の選び方等に

ついても、もう一工夫あってもいいかなってい

うふうに思います。レインボーの野菜等につい

ては生産量が非常に少ないという、これ逆に言

うと逆課題っていうか、あるわけなんですが、

それも含めて、こういうところに利用すっから

もっとつくってけろという振興にもなると、な

おいいわけですんで、ぜひその辺、総務参事か

ら地域づくりの振興策として考えていただきた

いなというふうにご質問申し上げます。 

○蒲生光男委員長 鈴木一則総務参事。 

○鈴木一則総務参事 小関委員から大変ありがた

いご提案をいただきました。まさしくそのとお

りでございまして、現状では特産品目当ての寄

附者が多いということですが、最近では出身地

だから応援したい、長井に友人がいるから応援

したいというようなこと、それから以前、旅行

で訪れたことがあるから応援したいといった声

がふえている現状がございます。また、長井市

に寄附していただくきっかけが、特産品が魅力

的だからだけではなくて、頑張っている長井市

を応援したいからというふうな寄附者の確保に

もつながる、より効果的なＰＲ方法の検討が必

要だと考えておるところでございます。 

 議員おっしゃいますように山の港町、レイン

ボープランもそうでございますが、シティープ

ロモーションの中で長井市を特徴づけるものと
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して今年度、長井のコンセプトの中で天然水

100％ということで、これを子育てライフとい

うような名前をつけながら、コンセプトとして

していこうというふうなことで進めております。

長井の水が体に優しい天然水で、赤ちゃんを子

育てするにはすばらしい水と環境があるという

ようなことで、ぜひ子育てするなら長井でとい

うことでございます。 

 今後、市民の皆さんには「あやめＲｅｐｏ」

等でお知らせいたしますが、こういう長井の特

徴を返礼品にも取り入れることも検討してまい

りたいと思いますし、せんだってのふるさと応

援大使との、意見交換会でも長井市の知名度が

やはり低いということでご意見をいただいてお

ります。ぜひこの特徴ある部分を活用しながら、

全国に長井市の魅力を発信していきたいという

ふうに考えておるところでございます。 

○蒲生光男委員長 11番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 はい、よろしくお願い

します。 

 特に今ふるさと納税については、例えばワン

ストップとかさまざまな寄附の方法論と、あと

加熱する返礼品の競争というかあって、かなり

話題になってきたというふうなことで、むしろ

総務省からは還元率については、いかがなもん

かというふうな指摘も始まっているという現状

がありますが、ただ、率を上げたいというふう

なことについての思いは、どこの市町村もやっ

ぱりあるんで、例えばふるさと納税に関してい

うと100％ぐらいの品物をお返してるこれは南

高梅の、和歌山の田辺市あたりの例があります。

また、あとプレミアム商品券として地元の消費

用のチケットということでは、県として愛媛県、

あと茨城県などが200％ぐらいの商品券を出し

てるというふうな例もございますんで、例えば

地場産品の販売振興と産業振興ということを考

えっと、還元率の課題というのはやっぱりこれ

自治体ごとに、さっき宇津木さんからはかなり

細かく、いただいた税金の今度、使い道の部分

で全部お返しして、地域産業振興にしんのだと

いう考え方と、あと半分ぐらいかなというふう

なことで、いろいろ今までも悩みがあったと思

うんですが、この辺の兼ね合いについて、恐ら

く４月からか、また新しい制度になって、先ほ

ど課長からあったように、地場産業振興センタ

ーとの契約行為の中でまた新たな年度がスター

トするということでありますし、返礼品の選定

等については、もう既に来年度に向けて検討が

始まっているんでねえかなというふうに思われ

ますんで、その基本的なスタンスについて市長

から確認をしていきたいなというふうに思い、

一方では、100パーお返したって地域産業にな

んでねえかっていう考え方もあるにはあるわけ

で、それはさっき経費については一般財源から

だというふうなこともあって、これは議会なり

市民の理解も得ながら進んでいがんなねってい

うこともありますんで、ぜひ市長からの見解を

いただきたいと思います。 

○蒲生光男委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 小関委員おっしゃるように、そ

の自治体の考え方だと思います。天童市さんが

非常にいい成績を上げてる、あるいは私どもと

いろいろつき合いのある長野県の飯山市が９億

円ぐらいですか、あるっていうのは返礼率が高

いですね、80ぐらいです。やはり飯山市さんも、

いや、それだけ地元のものが売れればいいんじ

ゃないと、それだけで効果あるという考え方も

あります。長井市がこれからもっと寄附をいっ

ぱいいただくにはどうしたらいいかと考えたと

き、今までもありましたように地元の商品が８

割まであるかどうかですね。一番の売れ筋って

いうのが米沢牛って、米沢牛も数に限りがあり

ますし、あと競りっていうか、市場のほうで例

えばえんどう肉屋さんが長井のチャンピオン牛

を競り落とした場合ですね。そういうふうに長

井の生産者のものを長井の肉屋さんが落とせれ
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ばいいんですが、必ずしもそうじゃないと。で

すから、あくまでも置賜の中だと。あと、その

次がサクランボなんですよね。サクランボは長

井産が少ないもんですから、かといって、すご

く注文がいっぱいあるんですよ。それをお断り

するわけですけども、注文があるのをお断りす

るっていうのはなかなか大変でして、そうする

と長井はサクランボ、だめだったら、じゃあ、

天童、寒河江、東根行くかということになるわ

けですね。 

 そうしますと、結果として長井のいろんなと

ころを通って売ったものですから、長井に確か

にお金は一部落ちるんですが、やっぱり長井の

ものじゃないと。したがって、これからうちも

80パー、100パーはちょっとできないですね、

赤字になりますから。一般財源から持ち出して

するなんていうのは、もう到底、長井はすべき

じゃないです。それをやったら、おかしいと。

ですから、先ほどの梅は商品限定だと思うんで

すよ、これ100％でいいと。そういうものをつ

くってもいいと思いますが、基本はせいぜい五、

六十、60、70までにすべきじゃないと私は思い

ます、50でいいと。いっぱいあげる、何ですか、

売れるものがあれば、例えば60とか70ぐらいあ

げても、それだけ地元のものが売れればいいな

というふうになるんですが、残念ながらちょっ

と弱いですね、長井は。ですから、そこら辺も

含めて今後検討しなきゃいけないと。当面はま

ず50で、総務省の言う本来のふるさと納税の目

的に沿った使い方をさせていただいて、いただ

いた方にきちっとお礼を言うと。効果をこうい

うふうに上げてるという報告をさせていただく

というふうに思ってます。 

○蒲生光男委員長 11番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 ありがとうございます。 

 市長おっしゃるとおりだなというふうに思う

のは、やっぱり地場物を100パーなら100パーで

お返しされっこんじゃあは、それは100％地域

振興さ、向いたということになるんだげんども、

全部がほんねと、どっかから仕入れていたと、

実際はよ、というんであれば、60、70ぐらいを

まず検討していただいて、しかもさっき参事か

らもあったように、地元の産業振興とまちづく

りにも全部かかわんなんべなというふうに思う

ので、ぜひ総合的な返礼品の額ばりでなくて、

検討していただけるとありがたいなというふう

にお願い申し上げます。 

 さっき、これは何だ、宇津木さんだっけ、来

年から税制改正の検討で企業版ふるさと納税が

始まりそうですが、これ、さっき回答いただき

ましたんで、ぜひふるさと大使やサポーター制

度を当然有効にっていうか、お願いをしたり、

相談をしたりしながら準備に入っていただきた

いなという思いで質問の項目に上げました。さ

っき回答いただきましたんで、飛ばします。 

 あと２つ目に入ります。市の業務委託の内容

については適当かという項目でご質問します。 

 幸か不幸かまだことしは積雪、平場ではなく

て大変過ごしやすいわけですが、12月19日に道

照寺平のスキー場開きの予定で準備が入ってい

るさなかの12月２日、スキー場内で重傷事故が

起こったということをお聞きしております。ま

ずもって第１番目に、けがの状況、あと保険適

用の範囲について、教育長からは、資料等も協

議会の資料でいただきましたけども、例えば全

治、どのぐらいのけがだったのかも含めて報告

を要点のみいただきたいと思います。 

○蒲生光男委員長 加藤芳秀教育長。 

○加藤芳秀教育長 今回、重傷事故に遭われまし

た方には本当にお気の毒だなというふうに思っ

ております。また、一日も早い回復を願ってい

るところでございます。詳細については、生涯

スポーツ課長のほうから報告させますけれども、

私のほうでは、３カ所の骨折を含む事故という

ふうに聞いております。 

 ちょっと、それじゃ、生涯スポーツ課長。 
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○蒲生光男委員長 佐野安広生涯スポーツ課長。 

○佐野安広生涯スポーツ課長 お答えいたします。 

 作業をしておられて、ちょっと高いところか

ら転落されたということで、傷病名につきまし

ては、左大腿骨頸部骨折と第12胸椎破裂骨折、

第３腰椎圧迫骨折と右胸の気胸ということでご

ざいます。大腿骨骨折に関しては手術を行いま

して、その後、胸、腰の部分についてはコルセ

ットで固定してるというふうな状況でございま

す。３週間程度というふうに聞いております。

その後リハビリ等を行いまして、入院加療につ

いては３週間程度の予定で進められておられる

ということです。全治まではどれぐらいかかる

かは今後の状況次第でしょうけれども、３カ月

程度というようなことで伺っておるところでご

ざいます。 

○蒲生光男委員長 11番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 早く回復を願うばかり

でありますけれども、冬期間はほとんど当然ス

キー場の業務というのはさんにえくて、しかも

農家でありますんで、春作業までもう心配かな

というふうに思ってるわけですが、保険の適用

というふうなことが具体的にはいろいろ出てく

ると思います、補償内容で。それにかかわって

ですが、まず業務委託をスキー場の運営委員会

と締結をして、業務を行っていただいてたとい

うことでありますので、業務内容についてお聞

きをしたいというふうに思います。 

 アンヴァーリフト等の設置の作業については、

どうもこの契約書等、あと業務実施要綱を見せ

ていただいても設置、あと終わってからの、何

だ、解除。 

（「撤去」と呼ぶ者あり） 

○１１番 小関秀一委員 えっ、撤去、作業等に

ついての明示が全然ないわけなんですが、これ、

ことしはたまたまということではなくて、これ

までもずっと設置、撤去等については、この契

約内容で、しかも作業についてはずっとされて

こられたか、していただいてきたのか、それに

ついて、これ、どっちに、教育長から確認をさ

せていただきたいと思います。 

○蒲生光男委員長 加藤芳秀教育長。 

○加藤芳秀教育長 委託業務内容としまして長井

市道照寺平スキー場業務実施要綱に、議員ご指

摘のとおり第１条の第１号から第５号まで示し

てございます。簡易リフトの運行業務、簡易リ

フトの使用料徴収業務、道照寺平コミュニティ

ーセンター業務、そして圧雪車の運行業務が大

きな４つの柱として、５つ目の業務といたしま

して、その他スキー場に必要な業務というふう

に定めてございます。そこに含まれるものとし

ては、スキー場オープン前の草刈り、簡易リフ

トのワイヤの設置、それからコミュニティーセ

ンターの清掃業務、オープン後のネットフェン

ス設置作業等があって、これまでも運営委員会

には業務として行っていただいてまいりました。 

○蒲生光男委員長 11番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 今お聞きしたオープン

前と閉鎖後の、何だ、撤去等も含めて（５）の

その他の必要な業務で確認をしてきたというこ

とですか。書面にはその他の部分しか表示はな

いわけですが、運営委員会とは、そこは了解の

上でしていただいて、しかも、いわゆる業務委

託料にもそれを含めて積算のほうがなってるん

だかっていうふうに私は疑問に思ったんですが、

そこ確認させていただきたい。 

○蒲生光男委員長 加藤芳秀教育長。 

○加藤芳秀教育長 そのことも含めて、その他の

業務として管理委託料の中に含めるというふう

な理解で作業をしてきていただいたというふう

に捉えております。 

○蒲生光男委員長 11番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 私はよ、例えばですが、

この業務委託の期日、４月１日から翌年の３月

31日までの契約期間ですので、後にお聞きすっ

かと思ったげんども、例えば、今、教育長から
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あったシーズン終わってからの撤去、清掃作業、

あと全く夏場のロッジの清掃管理、あと草刈り

等も含まってるということで理解してよろしい

んですか。 

○蒲生光男委員長 加藤芳秀教育長。 

○加藤芳秀教育長 詳細な業務、夏場の草刈りの

ことについては、ちょっと生涯スポーツ課長の

ほうに確認のためにも答えていただきますけど

も、履行期間として業務委託の期日が平成27年

の４月１日から28年の３月31日ということがあ

りますので、そういうことがあるのかなと思っ

ております。なお、その他の業務の内容の細則

について記載がないものですから、その点につ

いては今後、検討していきたいというふうに考

えてございます。 

○蒲生光男委員長 佐野安広生涯スポーツ課長。 

○佐野安広生涯スポーツ課長 お答えいたします。 

 委託業務の中身でございますけれども、先ほ

ど教育長からあった中身でございますが、リフ

トのワイヤの設置等に関しましては、ワイヤの

製造元の業者ございまして、そちらがいろんな

スキー場のそういうリフトの設置をしておるわ

けですけれども、こういう通常は地上で行うワ

イヤを運ぶだけの作業なわけなんですけれども、

そういうものは地元の方にやっていただけると

いうことで、軽易な業務という中身で詳細のと

ころは明示しておりません。今後のことについ

ては、検討させていただきたいと思います。 

 あと、業務委託契約書のほうに支払い期日ご

ざいまして、年間の総額のうち６月末までに30

万円の支払いをしておりますけれども、こちら

につきましては、いろんな作業への賃金等の支

払いも出てくるもんですから、先ほどありまし

たように草刈りでありますとか、そういうこと

があるので、事前に支払うように計画してると

いうことで、年間を通じましてヒュッテの清掃

なり換気、そのようなことも含めて行っていた

だいてるところでございます。 

○蒲生光男委員長 11番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 わかりました。夏場も

ロッジの換気なども含めての管理、あと、夏場

のこれ、さっき今、課長からは６月までに30万

円お支払いしておるという理由の一つとして、

夏場の草刈りなんかもお願いをしてるというこ

とで、いわゆるさっき教育長からあったように、

その辺については全部その他の必要な業務に入

るということで、双方が確認をして今までやっ

てきたし、ことしもやってきたというふうにで

よろしいんですか。 

○蒲生光男委員長 加藤芳秀教育長。 

○加藤芳秀教育長 そのように理解しております。 

○蒲生光男委員長 11番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 じゃ、当然支払いの、

委託料についての積算についても、その辺も全

部はまってるというふうなことで、今までも積

算をしてきたということでよろしいですか。 

○蒲生光男委員長 加藤芳秀教育長。 

○加藤芳秀教育長 はい、そのとおりだと思って

ます。 

○蒲生光男委員長 11番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 これ、ちょっと問題だ

なっていうのは、さっき課長からリフトの設置

については、リフトの業者さんからは、何だ、

地べたをすってっていうか、はわせて設置する

ものなので、高所でする作業でないから軽微な

業務というふうに今まで見てたというふうな表

現あったよね。今回みたいに、これはたまたま

って言っていいのかどうかだけども、高いとこ

ろからリフトの設置作業のときに落ちてけがを

したっていう、いわゆる想定外だったというふ

うに言ってしまえば、そんで済むのかというこ

となんだべげんども、その辺については例えば

想定外のようなことがあっても、いわゆる労災

の加入というふうなことも含めて指導なさって

いて、そして加入をしていれば事故は事故とし

て、これは大変なことなんだげんども、さまざ
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まな心配が非常に少なくて済んだんでないかな

というふうに思うんですが、委託料の472万

2,100円というふうな中に労働保険、いわゆる

労災の加入等について、これは事業主が入ると

いうふうな制度でありますけれども、指導して

こられたのか、確認をしてこられたのか。あと

この契約委託料にそういう、福利厚生等につい

ては含まれておるのかどうか、どうだったのか、

これ教育長に確認をしたいと思います。 

○蒲生光男委員長 加藤芳秀教育長。 

○加藤芳秀教育長 先ほど生涯スポーツ課長から

申し上げましたように、ロープの設置に際して

は、もともと輪のようにつながっているものを

巻き取っているものがございます。それを上の

リフトを回す歯車に巻いて、それをほぐしなが

ら下から引っ張って、ずっと上まで引っ張って

いくんだそうです。そして２本のものを並べて

上をかけて下をかけて、あと、たるんでいるの

をならすっていうことで、高所の作業は含まれ

ない作業だった。たまたまこのたび勘違いをし

て支柱を起こしてしまったということで、この

ような高所に登ることが生まれてしまったとい

うことなんだそうです。そういう意味で大変気

の毒だったなというふうに思っております。想

定された作業には含まれない作業が出てしまっ

たということに理解してございます。 

 そして保険の話でありますが、事業主負担と

なる保険料については、義務委託料には含まれ

てございませんでした。以上でございます。 

○加藤芳秀教育長 11番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 業務委託料に労災等の

料金の積算はなかったということでありますの

で、これについては今まで一遍も指導も確認も

してこなかったということでよろしんですか。 

○蒲生光男委員長 加藤芳秀教育長。 

○加藤芳秀教育長 ことしのことではございませ

んが、以前にそういう軽微な作業ではあるけれ

ども、もしものこともないわけではないという

ことで、労災に事業主として入る必要があるの

ではないかということについて話し合いがなさ

れて、相談に行かれたということは聞いてござ

います。ただ、そこで具体的に……。 

（「こっちの指導をどうしたか」と呼ぶ者あ

り） 

○加藤芳秀教育長 そのこともあって、そういう

話し合いがされたということを聞いております。 

○蒲生光男委員長 11番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 わかりました。 

 運営委員会として心配して相談に行ったり、

運営委員会の中で話し合いをしたという経過が

あるわけですが、これは市として、委託者とし

て運営委員会のほうにその安全・安心な作業を

するための一つの保険として、こういう加入は

したのかと、入れというふうな指導をしてきた

のかということを私は聞いたんです。 

○蒲生光男委員長 加藤芳秀教育長。 

○加藤芳秀教育長 あと、具体的なところをちょ

っと私も把握しておりませんので、その点につ

いては生涯スポーツ課長のほうにお願いしたい

と思います。 

○蒲生光男委員長 佐野安広生涯スポーツ課長。 

○佐野安広生涯スポーツ課長 お答えいたします。 

 今の運営委員会につきましては、新しいスキ

ー場といいますか、造成してからの23年度から

組織されておるようです。その中で毎年、運営

委員会開いておるわけですけども、最初の業務

委託の当時のやりとりといいますか、そういう

ところは話題にはなっておらなかったというよ

うなことですので、当然事業主のあるべき姿と

いうか、やるべき姿ということで、そこは納得

しておったのかどうかなのですが、経過という

か、詳細はどういうふうにしておったかは承知

してないところですけれども、私が運営委員会

に出席して話題になった際には、そういう安全

管理のこともございますけれども、そういう法

的な労働保険等の話題にはなりませんで、どう
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しても直近の中身ですと圧雪車の内容とか、あ

とは土地の問題とか、そういうところが優先さ

れておりましたので、こういう結果になりまし

たけども、そういう市側からの指導という形で

はやっておらなかったというふうに理解してご

ざいます。 

○蒲生光男委員長 11番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 わかりました。 

 今までほとんど安全・安心の運行についての

いわゆる雇用者の配慮というのは、これは実際、

運営委員会の責務ということで市としては、指

導も気にもしてなかったというような実態だっ

たというふうにお聞きをしたところですので、

ぜひこれはよ、やっぱり委託を受けた方の責任

と、これはわかりますが、ぜひけがをされた方

の休業補償等も含めて今後、例えば契約を結ぶ

段階で安全に仕事をしてもらうための一言相談

と、じゃ、具体的にそこはちゃんとチェックを

していただくというふうなことをぜひお願いを

したいなというふうに思うんですが、特にです

が、例えば圧雪車等の事故なんかが起こった場

合は、これ大変だったべなというふうに思いま

す。今回、圧雪車が新車が導入されるというこ

とで、いろいろもう既に納入業務とか19日の安

全祈願祭まで準備が進んでいるというふうに思

いますけれども、圧雪車の事故等の対応につい

ても私、非常に心配なわけですが、車両、あと

運転手の保険等、安全面での対応についてはど

うなっておられるのか、これは、何だ、生涯ス

ポーツ課長にお尋ねをします。 

○蒲生光男委員長 佐野安広生涯スポーツ課長。 

○佐野安広生涯スポーツ課長 お答えいたします。 

 圧雪車を運転中の運転手の方の事故に関しま

しては、労災保険が適用になります。また、ゲ

レンデでのスキーヤー等との事故につきまして

は、公用車同様に全国市有物件災害共済会の自

動車損害共済に加入しております。こちらにつ

きましては、対人、対物ともに無制限で加入し

てございます。これまで使用していた圧雪車に

つきましても、加入しておりましたので、そち

らの保険で対応いたします。12月11日の納車の

後に手続を行いまして、完了してございます。

以上でございます。 

○蒲生光男委員長 ここで暫時休憩いたします。

再開は15時25分といたします。 

 

 

   午後 ３時０５分 休憩 

   午後 ３時２５分 再開 

 

 

○蒲生光男委員長 休憩前に復し、予算総括質疑

を続行いたします。 

 11番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 休憩前、圧雪車の件に

ついて質問し、回答いただきました。車両、あ

と運転手については、今回、労災も加入してお

るのでというふうな説明ですが、やっぱりこれ

は特に今回、新しい機械を導入されたというこ

とで運転手のほうが何人、運転されるのか、そ

して運転される方がいろいろなマニュアルに沿

った研修等をきちんと行っているのか、これは

車両の事故ということばかりでなくて、スキー

場を利用してスキーで楽しんでおられる方への

対応ということも非常に大事なことだっていう

ふうに思いますんで、そこのところだけ回答い

ただきたいと思います。 

○蒲生光男委員長 答弁者は生涯スポーツ課長で

すか。 

○１１番 小関秀一委員 生涯スポーツ課長をお

願いします。 

○蒲生光男委員長 佐野安広生涯スポーツ課長。 

○佐野安広生涯スポーツ課長 お答えいたします。 

 圧雪車の運転業務ということでございますけ

れども、安全を確保するという意味で運転され

る方については、限定して３名の方でお願いし
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てるということでございます。経験の浅い方に

つきましては、東北索道協会山形地区部会のほ

うが毎年、蔵王で開催しておるようでございま

すけれども、雪上車運転及びスキーパトロール

講習会というものに参加いただきまして、受講

いただいております。今回、新しい新車の運転

ということになるわけですけれども、12月11日

の納車のときにメーカーのほうから来ていただ

きまして、運転の指導のほうをしていただきま

した。シーズン始まって年始にももう一度来て

いただきまして、わからない点等の指導を行っ

ていただくということで準備を進めておるとこ

ろでございます。 

○蒲生光男委員長 11番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 とにかく安全な運行で

スキー場が利用できますように指導していただ

きたいということでありますが、今回の事故の

教訓として今さっき、教育長から契約内容のそ

の他の部分が大分あったというふうなことであ

り、これは双方合意をして今までも長年やって

こられたということですが、やっぱりこれの業

務の見直しっていうがよ、きちんと、その他の

ところで一くくりでなくて、その業務の内容に

ついて明確に表示して契約をして見直していた

だきたいっていうこと一つ、あと市の今回、ス

キー場の委託業務ばかりでなくて、ほかの業務、

あと指定管理のされておる事業等についても点

検作業が必要でないかなというように思います。

あと、特に教育委員会の関係から申しますと、

スポーツ大会とかイベントの参加者、携わる方

の補償、保険等、あとほかの部署ですと例えば

気軽に善意で参加したり、携わってる、いわゆ

るボランティアという方々のボランティア保険

などもありますので、その辺の勧誘等の対応の

指導についてもぜひお願いしたいんですが、最

後に教育長からその辺のところについて回答い

ただきたいと思います。 

○蒲生光男委員長 加藤芳秀教育長。 

○加藤芳秀教育長 この件がございまして、事務

局、教育委員会内部の事務局の中で業務委託を

しているものがほかにもあるわけでありますの

で、そういうところ、あるいは指定管理をお願

いしてる団体の状況などを把握するっていうこ

とを指示したところでございます。また、状況

に応じて適切な保険等の加入についても、いろ

いろなイベント等も抱える教育委員会でありま

すので、指導してまいりたいというふうに考え

ております。 

○蒲生光男委員長 11番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 きょう最後って言いま

したが、もう一つだけ、平成24年の３月に行財

政改革実施計画が示されております。その中に

は、いわゆるスキー場も、あと例えばですが、

プラザも事業の進捗でこう年度、計画どおりは

いってないわけですが、スキー場も指定管理を

するという計画が既にその時点で載っておりま

すけれども、その辺の検討については、教育長

は今後どのように進められる予定があるのかな

いのか、お聞きをしたいと思います。 

○蒲生光男委員長 加藤芳秀教育長。 

○加藤芳秀教育長 突然のことでありますので、

十分な答えがちょっとできないかと思いますが、

運動施設の指定管理については、スキー場だけ

という形にもちょっとそういうことだけでなく

て、もっと運動公園、それから陸上競技場等も

ありますし、生涯学習プラザなどもございます

ので、そういった広い視点から今後考えていく

必要があるかなというふうに思っております。

今のところは業務委託ということで進めてまい

りたいと考えております。 

○蒲生光男委員長 11番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 よろしく検討いただい

たり、安全面での指導を徹底していただきたい

なというふうに思います。 

 あと、最後の３番目の児童センターの指定管

理の実態と今後について伺います。 
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 現在、待機児童って長井さ、いだが、いねえ

が、そごだけ、まずもってお聞きをしたいなと

いうふうに思います。課長が休みなんで、金子

主幹、ぜひお願いします。 

○蒲生光男委員長 金子 剛子育て環境調整主幹。 

○金子 剛子育て環境調整主幹 12月１日現在の

長井市の待機児童数はいらっしゃいません。待

機児童としてみなされない方で、保育所のあき

がなくて利用できないお子さんが14人いらっし

ゃいます。全て育休中の方々で、お子さんはゼ

ロ歳児となっています。また、１月にはこのう

ち６人のお子さんが入所できることになってい

ます。 

○蒲生光男委員長 11番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 あと、この指定管理、

これは平野と西根を除いて児童センターについ

ては行われておるわけですが、ここにまで至る

経過についてはずっと議会でも市の関係する部

署でも審議をし、協議をし、やりとりをしなが

らしてきたというふうに振り返っています。例

えば指定管理をすっと延長もしやすくなるとか、

あと例えば人件費の削減が行われるとか、あと

２歳児の保育についても行われるんだというふ

うなこともさまざまな理由に上げられながら、

致芳、豊田、伊佐沢で今まで進んできたという

ことであります。保育士さんの、かつて長井市

では10年間の計画、いわゆる保育計画の中では

市の職員の人件費を減らすべく、保育職員を随

時減らしていくという計画も示されておりまし

た。その辺の兼ね合いについて、これからの計

画はどうなのかなというふうに心配をしており

ます。平野、29年、あと西根については30年以

降、検討するという指定管理の計画の中で、現

在は市の職員、保母さんの職員については非常

に少なくなってるというふうなことであります

ので、この辺の、ことし終わって来年度、再来

年からの例えば平野の児童センターを指定管理

にするのかしないのかは、職員の採用について

早急な結論が必要になるんべなっていうふうに

思いますんで、その辺のところについて、これ

課長でええのかな、松木参事のほうがええ、松

木参事から考え方をお聞きしたいと思います。 

○蒲生光男委員長 松木幸嗣厚生参事。 

○松木幸嗣厚生参事 今後の児童センターについ

てのお話かと思っております。これまでの経過

については割愛させていただきますが、今のと

ころ３施設について社会福祉協議会のほうに指

定管理ということであります。最初はもう議員

おっしゃったように指定管理によって２歳児の

保育なり延長と、延長保育なりということで実

施してきたという部分がございます。ただ、や

はり年々、待機児童の解消をするとか発祥をな

くすとか、そういういろんな取り組みをしてい

ますが、今後の方向について、やはりゼロ歳児

を含めた、もっと若いお子さんをどうするか、

いろいろ課題も出てきてます。こちらのほうは

事務方としても整理させていただいて、計画で

は29という話もあるんですが、今後、進め方も

含めまして上司の判断をいただいて、実施して

いきたいなというふうに思ってるところです。 

○蒲生光男委員長 11番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 今、参事の答えの中に

もありましたが、市の正規の保育士さんは既に

今現在７人、30年の西根だけ残した場合で５人

というふうになる予定だそうであります。長井

市全体の子育ての、いわゆる専門職がそれぐら

いしかいなくなるというふうなことは、全て現

場は指定管理の社協さんにお任せをしていいの

だというふうに私は決して思わない。やっぱり

これは子育ての支援をする専門家がサポートし

て初めて、指定管理の現場も動くなんべなとい

うふうに思いますし、今まで指定管理のときに

議論があったように、ほんじゃあ、人員削減、

費用削減ばかりでこういう大事な事業っていう

のはいいなだかと。しかも社会福祉協議会は当

時も、いや、ごめんなさい、直営でしておった
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ときも臨時職員が半分ぐらいでしてきたのを、

社協さんに業務、お願いをしてからもずっと社

協の正職員も半分も至ってないというふうに実

態があります。この辺のはもう何年もの課題と

いうふうにぶんながっていたんでねえかな。現

場の特に社協の正職員、臨時職員の方々の処遇

改善という部分については、早急な対応が必要

だというふうに私は思うんですが、これも厚生

参事に見解をいただきたいというふうに思いま

す。 

○蒲生光男委員長 松木幸嗣厚生参事。 

○松木幸嗣厚生参事 最初に社協のほうの現在の

職員体制の実態でありますが、こちらに議員も

おっしゃるとおりに指定管理の制度の中では施

設に館長、主任児童厚生員、さらに各年代のク

ラス担当ということで正規職員を３施設全てに

おいて配置させていただいてます。また、児童

数の数に応じましても補助的な副担任と、また

あと障がい児がいらっしゃれば、それに対して

プラスというような形で配置させていただいて

ます。そこの部分については、臨時職員なりパ

ートという形にはなっておるところで、数字的

に見ますと３施設全体で正規職員は44.4％とい

う形になってまして、社協全体では介護職分も

含めてですと32.8％という形になってます。そ

ういった状況もありますんで、今後の採用とい

う話も出るんだかなと思ってます。社協につい

ては平成24年に職員採用して以来、今後してま

せん。ただ、やはり社協がこの後、どういうふ

うに考えるか、マネジメントをどうしていくか

と。やっぱり健全経営、バランスある収支均衡

ということもあるでしょうから、その辺で社協

自体が判断していくものというふうに思ってお

ります。 

○蒲生光男委員長 11番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 その中で平野の学童、

これは児童センターじゃない、学童のパートさ

んってどういうふうな人ですか。直営の場合、

直営のほうです。 

○蒲生光男委員長 金子 剛子育て環境調整主幹。 

○金子 剛子育て環境調整主幹 特に資格がある

職員ではございませんが、採用した後、研修等

を受けていただく学童支援員というものになり

ます。 

○蒲生光男委員長 11番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 ちょっと時間がなくな

りましたので、残念ですが、児童センターのこ

れからの指定管理のあり方、あと、これ当然す

るかしねえかにもよりますが、市の正保育士さ

んの採用、あと例えば社会福祉協議会の体制等

については非常に課題がずっと残ったまんまだ

なというふうに思って見えます。あと、せっか

く学童クラブの整備、今、平野と伊佐沢、あと、

これから豊田もというふうなことでありますけ

れども、実態としては致芳さんにも児童センタ

ーにシルバーさんの職員がいると。あと今現在、

平野は学童でお願いをしてる方がなかなか定ま

んねくて、これはやむを得ずパートさんで対応

して児童センターの職員が指導に当たってると

いうふうなこともあって、非常に子育てのまち

づくりについては不安が残ってるなというふう

に思いますんで、ぜひ今後も職員の処遇も含め

て検討をお願いして、質問を終わります。あり

がとうございました。 

○蒲生光男委員長 以上で通告による総括質疑は

終わりました。 

 これから各会計補正予算案の細部審査に入り

ます。 

 なお、質疑に当たっては、答弁者並びにペー

ジ数をお示しの上、お願いいたします。 
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